
平成 22 年 2 月 18 日 
 

 

 

１

プレスリリース

  

 
 

｢森林再生基金｣ (FRONT80）第５回助成案件の決定について（お知らせ） 

            

 概 要 

 
(1) 当金庫は，国内の荒廃した民有林の再生により，地球温暖化防止などの森林の多面

的機能が持続的に発揮されることを目的として，平成 17 年 3 月，創立 80 周年を機に

10 億円規模の「公益信託 農林中金 80 周年森林再生基金」（FRONT80）を設定し，森林

の再生と保護（保全）を通じた社会貢献事業の取組みを行っております。 

 
(2) 本取組みは，民有林を再生する事業・活動に対し 1 年当たり 1 億円程度の助成を行

うもので，信託財産 10 億円を設定し 10 年にわたって実施していきます。 

 
(3) これまでの４か年で 17 事業体に総額 345 百万円の助成を行ってまいりました。        

（別紙１「FRONT80の概要」，別紙２「スキーム図」をご参照ください。） 
 

(4) ５年度目の今回は，森林組合・同連合会 14 件，NPO 法人等４件の合計 18 件の応募が

あり，公益性，創造性等の観点から審査の結果，５事業，合計 76 百万円の助成を決定

しました。なお，森林組合連合会の選定は初めてです。 

 
(5) 今回は，①採算が合わないとして利用間伐をあきらめていた急傾斜地等における作

業ノウハウの蓄積，②特用林産物の増産につながるマツ林の整備方法の確立,マニュア

ル化による普及，③森林組合未組織地域において，連合会が森林組合に代わって低コ

スト作業システムを構築し，連合会の指導機能を発揮，④従前,森林組合が無かった地

域の荒廃した複数の共有林等を組合主導で団地化し，低コスト施業を実践し，モデル

林として活用，⑤過去の航空写真から数値化した林相界（＝境界）の座標値を，GPS

で現地に復元することにより境界の明確化作業を推進する取組等，地域林業のもつ緊

急な課題に対応して意欲的に森林・林業再生を目指していることが特徴となっており

ます。 

 

 

（ご参考） 

これまでに，第１～４回の助成事業として 17 件の決定を行いましたが，当金庫では，

「フォローアップ事業」として，助成先の事業実施に際し森林生態学や森林施業等の専

門家を派遣し，事業完成に向けたサポートを併せて実施しています。 

また，例年，助成先による事業完了発表会を開催していますが，本年も，第４回助成

先（４件）による発表会を開催する予定（７月頃）としております。 
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２ 助成決定案件の概要等 
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 助 成 対 象 先     事 業 の 概 要 と 評 価 の ポ イ ン ト 
事業名： 林業の未来に向けて ～将来に繋がる森林づくり～ たのとうぶ  

多野東部森林組合 
（群馬県） 

 
 
対象地面積  ２６ha 
 
 

 当地域は，スギを中心とした古くからの林業地で，齢級的には伐期を迎えつ

つあるが，所有者の森林経営に対する意識は薄れ，路網等の基盤整備の遅れも

あり，間伐等の森林整備が遅れている。 
 当事業では，これまで利用間伐の採算が合わないとして諦めていた急傾斜地

等における作業ノウハウを構築し，所有者の森林経営に対する関心を高めるこ

とにより，管内全域で集約化施業による適正な森林管理を目指す取組みが評価

された。 

事業名： マツ林再生による地域林業活性化事業 かみいな 

上伊那森林組合 
（長野県） 

 
 
対象地面積  ４６ha 
 
 

 当地域は，アカマツの占有する林分が広く分布し，全国でも有数のマツタケ

生産地であるが，近年ではマツ林の整備不良のよる富栄養化等により，生産量

は年々減少してきている。 
当事業では，マツタケ生産専門家の指導の下，マツタケ生産をはじめとする

特用林産物の増産につながるマツ林の整備方法を確立し，これらの成果をマニ

ュアル化し，普及することで地域林業の活性化を目指すという取組みが評価さ

れた。 
事業名： 森林組合未組織地域における低コスト作業システムの推進  しずおかけん 

静岡県森林組合連合会

（静岡県） 
 
 
 
対象地面積  ７８ha 
 
 

 本地域（藤枝市岡部町）は，材価の低迷や森林所有者の高齢化等に加え，森

林組合が未組織地域であることから，森林所有者の森林整備への関心が低く，

未整備森林が増大している。 
 当事業では，連合会が森林組合に代わって，従来から組織化している「メカ

トロ部隊」を活用して，路網と高性能林業機械による低コスト作業システムを

構築するとともに，事業地をモデル林として連合会の指導機能を発揮し，県内

の組合未組織地域や森林組合に普及啓発を図ることを目指す取組みが評価さ

れた。  
事業名： 広戸地域水源林再生事業 ～価値ある森林を後世に継承するために～ つやまし 

津山市森林組合 
 （岡山県） 
 
 
対象地面積  
      １８３ha 
 

本地域（旧勝北町）は，森林組合が無く（平成 17年に加入），町行政が細々

と補助事業を取り扱ってきたが，手遅れ林分が多く存在している。事業対象の

共有林も町内会に管理が任されているが，ほとんど森林整備が行われていない

状況にある。 

 当事業では，荒廃した複数の共有林等について，組合主導による団地化を提

案し，一体的な作業路網の整備，低コスト作業を実践し，モデル林とすること

で旧町内全域の森林整備を目指すとともに，森林の施業・管理を一貫して提案

できる組合を目指す取組みが評価された。 

事業名： 温航知森！ 過去の航空写真を使った森林境界明確化事業  
いしづち森林組合 
 （愛媛県） 
 
 
対象地面積  
      ３８８ha 
 

 当組合では，1人の担当者が１つの地区を一元管理するという「１山 1任制

度」を採用し，施業集約化による森林整備事業を行っているが，境界を知る人

の高齢化で，現地での山林境界の明確化作業が困難になりつつある。 

 当事業では，若齢林は高齢林に比べ林相界が明瞭であることに着目し，オル

ソ（正射投影）化した過去の航空写真から，林相界（＝境界）の座標を数値化

し，この座標値を GPS で現地に復元することで境界の明確化を図っていこうと

する取組みが評価された。 



 

３ 今後のスケジュール（予定） 

平成 22 年 4 月    第５回助成決定案件の事業スタート 

平成 22 年 5 月    第６回助成案件の募集開始 

平成 22 年 7 月    第６回助成案件の募集終了 

平成 23 年 2 月    第６回助成対象先決定 

平成 23 年 4 月    第５回助成対象先の完了事業の実査 

平成 23 年 5 月    第５回助成対象先への助成金交付 

 

 

 

平成 28 年 5 月    第 10 回助成決定先への助成金交付 

 
 

４ 助成決定案件の内容や次回募集についての問合せ先 

 
   全国森林組合連合会 林政・組織部    ℡ 03-3294-9714 
   〒101-0047 東京都千代田区内神田 1-1-12 コープビル 8Ｆ 
 
   農中信託銀行㈱   営業第一部     ℡ 03-5281-1340 
   〒101-0047 東京都千代田区内神田 1-1-12 コープビル 1Ｆ 
    
   農林中央金庫    農林水産環境事業部 ℡ 03-5220-9554 
   〒100-8420 東京都千代田区有楽町 1-13-2 DNタワー21(７F) 
 
 

以上 

 
 

（本件プレスリリースにかかる照会先） 
農林中央金庫 広報部(平井，長谷川） 

  TEL ０３－５２２２－２０１７ 
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別紙 1 

農林中金 80 周年森林再生基金(FRONT80)の概要 

 

１  名  称   ： 公益信託  農林中金 80 周年森林再生基金 

 

２  区  分   ： 特定公益信託 

 

３  委託信託銀行 ： 農中信託銀行株式会社 

 

４  目 的 ： 国内の荒廃した民有林の再生により森林の公益性を発揮させ

ることを目指した活動に対して助成し，もって森林の多面的機能が持続的に

発揮されることを目的とする。 

 

５  助成対象事業 ： 国内の荒廃した民有林の公益性を発揮させることを目

的とした活動であって，地域の森林に対する長期ビジョンをもった活動で，

かつ費用対効果に十分配慮した創造性が高いと認められる以下の事業。 

・ 複数の森林所有者との長期安定的な契約に基づく，ひとまとまりとなっ

た荒廃林の再生活動（多面的機能の向上を目指した利用間伐・切捨て間

伐，被害森林の整理伐・更新，天然更新のための択伐等の施業を条件と

する。） 

・上記に附帯する林地境界確定，林地調査，不在村者調査等 

・その他目的を達成するために必要な事業 

 

６  助成対象者 ： 営利を目的としない法人で，過去の活動歴等からみて本

活動を運営するに十分な能力，知見を有する団体(ただし，地方公共団体を除

く。)。 

 

７  選考方法   ： 運営委員会における当基金の趣旨，目的に照らした活動

内容・活動効果の大小等についての総合的な審査を経て選定する。 

 

８  信託財産等 

（１）当初信託財産 ： 1,000 百万円 

（２）信託財産取崩しにより、年間 100 百万円を目処に助成(単年度助成で一  

団体あたり上限金額は 30 百万円，複数年助成を希望する場合は毎年度申請

し審査を経る。) 

（３）予定信託期間は 10 年程度 

 

以上 
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別紙２ 

農林中金 80周年森林再生基金（FRONT80）のスキーム図 

農林中央金庫 
 (委託者・出捐者) 

⑧長期安定

契約 
③公益信託設定 

森林所有者 

森林所有者 
助成先 ①申請 ②許可 ⑥応募 

農中信託銀行 
森林所有者 

(受託者) 主務省 
助成先 

農林水産省 公益目的執行・日常的運営・財産管理 森林所有者 
④監督 (事務委任先)全国森林組合連合会 

助成先 森林所有者 
⑨助成金 

⑦助成組合推薦 
事業助言・勧告 

⑤信託法上の

権限行使，承認 
森林所有者 

・ 森林組合・農漁協

等協同組合 

運営委員会※2 ・ NPO法人 信託管理人※1 

・ 社団・財団  等 
※1 不特定多数の受益者

の代表として，受託銀行

の職務執行を監督し，重

要事項を承認する。 

※2 公益目的遂行のため助成先

の推薦や公益信託の事業遂行に

ついて助言・勧告を行う。学識

経験者数名で構成。 
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